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優しく強い子に！ 南Ｊｒユースのみなさんへ
小丸コーチのレポートを読んでいて，どんなめあて

で試合に臨んだのかな，前半・後半，それぞれの試合
の様相はどうだったのかなという想いが浮かんできま
した。
中学校生活，学習・部活に取り組みながら，南の活

動でもＧＡＭＢＡっているみなさんの姿が嬉しいで
す。学校の仲間・部活の仲間・南のＪｒユースの仲間，
３つの仲間を持つみんなはある意味，幸せ者です。
３月１６日(土)は南Ｊｒユースの卒業式。矢上も遠

征先から駆けつけます。３年間のＧＡＭＢＡりに敬意
http://www.minamih.net/ を表し，贈る言葉を述べさせていただきます
１９・ ２・１０（日） このＮＥＷＳに孫崎さん著書からの言葉を載せま
南ＮＥＷＳｎｏ１２９ す。しっかりと読んでほしいです。

南八王子ＳＣ 代表 矢上健一

Ｊｒユース三多摩リーグ １月２７日 文化大Ｇ
● 南八王子Ｕ１３ ３ -１２ サルヴァトーレＵ１３
自分がどうプレーしたいのか、味方にどうプレーして欲しいの

か、などコミュニケーションの大切さが改めて感じられた試合だ
ったと思います。
相手の 1タッチ 2タッチで連動してくる攻撃やチャレンジアンド

カバーの徹底された守備などは、試合の中で何度も確認・指示を
繰り返しているからこそできるプレーです。
大いに反省した上で、次に生かしてください。

● 南八王子Ｕ１４ １ -３ サルヴァトーレＵ１４
守備の緩さが目立ちました。
前からのプレスでコースが絞れていない。中盤で簡単に前を向

かれる。 1対 1でジャンプする。セットプレーのマークが甘い。

『日本を疑う ニュースの論点』孫崎 享(元外務省国際情報局長)著
角川学芸出版

おわりに１ ｐ１９１～１９５
一昨年に行われた内閣府の世論調査によれば，「今の生活に満足してる」人

の割合が最も高いのが２０代なのだという。その割合は７５％に及ぶ，つまり，
４人に３人の若者が生活に満足している。

今 挙 げ た よ う な 守 備 の 基 本 が で き ず
に や ら れ て し ま う 場 面 が い く つ も あ り
ま し た 。
フ ィ ジ カ ル 的 な 部 分 で 相 手 が 優 位 な

ら 、 思 い 通 り に プ レ ー さ せ な い よ う し
つ こ く 付 い て 行 く 。 そ う い っ た 、 今 ま
で 練 習 で や っ て き た 守 備 を 思 い 出 し て
く だ さ い 。

ｂ ｙ 小 丸 コ ー チ
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私が外務省に入省したのは１９６６年である。……
外務省に入った私たちは，「体制」側のパスポートを手にしたばかりだった。

だが，「怒れる若者たち」（Ａｎｇｒｙ Ｙｏｕｎｇ Ｍｅｎ）としての矜持
も同時に持ち合わせていた。 あの頃，日本に溢れていた「怒れる若者たち」
は，いったいどこに行ってしまったのか。確かに時代は変わった。しかし現在
でも……いや今だからこそ，若者達が怒るべきテーマはたくさんあ
るはずだ。

政府は今，原発の再稼働に向けて着々と準備を進めている。福島であれほど
の事故を経験したにもかかわらず，原因究明すら十分になされないままで「再
稼働ありき」の方針が一人歩きする。
ＴＰＰ交渉への参加も決まった。ＩＳＤ条項によって日本の主権は侵害され，

世界に誇る国民皆保険制度も実質的に崩壊していくだろう。貧富の差によって
受けられる医療が違い，平均寿命までも所得水準に影響を受ける。そうした米
国の社会を日本が後追いをすることになってしまう。 中略

未来予測 Ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ ｏｆ Ｆｕｔｕｒｅ

私自身に残された時間はそう長くない。原発問題にしろ，国防軍の創設にし
ろ，また憲法改正？にしても，すべて大きな影響を受けるのは若い人たちなの
である。自分たちの人生が，政府によって狂わされてしまうかもしれない。だ
が，若者たちの危機感はあまりにも薄い。
もう一度，悲惨な原発事故が起きて自らが被害にあったり，必要な医療が実

際に受けられなくなったりしない限り，我が事としては考えられないのだろう
か。そのとき初めて危機が存在したことに気づいても，もはや手遅れである。

未来予測とは，目に見えるものではない。自分で考えて，初めて立ち現れ
る現象である。考えない人には、無縁のことであると言ってもよいであろう。
そして，本書で繰り返し行ってきたように，目の前の情報を「疑う」ことがそ
の第一歩となる。

歴史とは，現在，そして未来を理解するためのものだ。だから私たちは，過
去から学ばなければならない。とりわけ若い人には，歴史に目を向け，そこか
ら将来について考えてもらいたいと思う。

価値観や関心を共有する身近な人たちだけと付き合い，ツイッターやフェイ
スブックで日々の生活について語り合う。そんな生活を送っていれば，とりあ
えず居心地は良いかもしれない。誰かとぶつかり，傷つくこともなく，今の生
活も悪くないと感じても当然だ。
だが，その居心地の良さとは ，私たちの先人が作ってくれた環境のおかげ

なのである。 しかし，社会や政治に関心を持たず，自らの努力を怠っていれ
ば，居心地の良い環境は砂のように私たちの手のひらから崩れ落ちていってし
まうだろう。

問題発言でよく顰蹙を買っている日本の保守政治家が
「新聞や本を読まない若者達は我が党の支持者になっている」
と言っています。
そんな時，矢上は孫崎氏の著書をウンウンとうなずきながら読み

ました。２０１３年７月の著作で少し古いですが，読んでみません
か。美辞麗句・虚言に騙されないためにも。
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